
１年間にわたり、この「シブヤ科だより」で本校のシブヤ科の学習の様子をお伝えしてきました。シブヤ科

とは何なのか、本校ではどのような学習をしているのかが、少しでもお分かりいただけたら幸いです。 

最終回は、今年度の３年生～６年生のシブヤ科の学習の様子を、簡単にまとめてお伝えします。 

一言では表せないほどの試行錯誤の繰り返しがこの学習には詰まっています。子供たちも思考を辞めずに

最後まで探究を続けていました。今年度のシブヤ科の学習は終了に向かいますが、渋谷を好きな気持ちは持

ち続けてほしいなと思います。そして、保護者の皆様の御支援・御協力があったからこそ、学習が実りある

ものになったのだと感じています。これまでの学習に御理解・御協力いただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

★令和４年度シブヤ科 総まとめ★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月２２日 

渋谷区立常磐松小学校 

No,８（最終号） 

担当 木村沙樹 

× シブヤ科だより  

  

  

３年 「発見！常磐松たんけん隊」 

校外学習で発見した地域のよさをパワーポ

イントにまとめ、２年生に発表しました。 

「地域の安全を守るためのよりよい交通

システムを考えよう」（プログラミング） 

 

「食品ロスを減らそう」 

 

「安全な社会をつくるための自動車の

在り方を考えよう」 

 

４年 

５年 ６年 

渋谷区内の交通の様子をふまえて問題提起し、

事故を防ぐために信号機に搭載できるプログラ

ムを考えました。 

ゲストティーチャーをお呼びして、渋谷区の

食品ロスの現状から問題提起し、解決策を考

え、クラスで発表しました。 

渋谷区の交通事情から問題提起して安全な自動

車について考え、自動車企業 BOSCH にプレゼ

ンテーションしました。 


